
希
望
の
ひ
か
り
…
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
旅
立
ち

◎
活
動
報
告
・
フ
ォ
ト

ア
ル
バ
ム

１２
月
半
ば
、
城
陽
市

役
所
環
境
課
に
も
市
民

の
方
々
か
ら
コ
ウ
ノ
ト

リ
の
目
撃
情
報
や
問
い

合
わ
せ
が
相
次
ぎ
、
城

陽
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

会
議
で
確
認
調
査
に
乗

り
出
し
ま
し
た
。
様
々

な
情
報
が
交
差
す
る
中
、

木
津
川
市
在
住
の
バ
ー

ド
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
・
門

田
由
香
里
さ
ん
が
文
化

パ
ル
ク
城
陽
の
近
く
の

田
ん
ぼ
で
発
見
さ
れ
た

１２
月
１５
日

を
「
初

認

日
」
と
し
て
公
表
し
ま

し
た
が
、
後
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ

の
記
録
に
よ
っ
て
１２
月

９
日
に
城
陽
市
に
飛
来

し
た
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。

我
々
の
調
査
グ
ル
ー

プ
で
は
、
２１
日
の
早
朝

に
鳥
垣
咲
子
さ
ん
が
や

は
り
文
化
パ
ル
ク
城
陽

東
側
の
田
ん
ぼ
で
発
見

し
、
ま
ち
が
い
な
く
コ

ウ
ノ
ト
リ
で
あ
る
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。
通

過
の
際
の
一
時
的
な
滞

在
で
あ
っ
て
も
、
２
０

０
５
年
に
絶
滅
か
ら
野

生
復
活
を
遂
げ
た
国
家

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
希
少

鳥
類
の
貴
重
な
確
認
記

録
は
、
広
く
情
報
提
供

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

大
陸
か
ら
飛
来
し
た

野
生
個
体
で
な
い
限
り
、

野
外
で
繁
殖
し
た
コ
ウ

ノ
ト
リ
に
も
個
体
識
別

用
の
カ
ラ
ー
リ
ン
グ
の

標
識
足
環
が
装
着
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、

警
戒
心
が
強
い
コ
ウ
ノ

ト
リ
の
足
環
確
認
は
、

高
倍
率
の
望
遠
鏡
を
も

っ
て
し
て
も
容
易
な
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
中
、
西
尾
長
太

郎
さ
ん
に
よ
っ
て
撮
影

さ
れ
た
一
枚
の
写
真
か

ら
、
個
体
を
特
定
す
る

こ
と
が
で
き
様
々
な
こ

と
が
分
か
っ
て
き
ま
し

た
。
（
写
真
①
）

右
脚
に
は
上
下
に
黄

色
と
青
、
左
脚
に
は
黄

色
と
黒
の
リ
ン
グ
の
組

み
合
わ
せ
か
ら
、
２
０

１
８
年
５
月
１０
日
生
ま

れ
の
個
体
番
号
Ｊ
０
２

０
５
・
愛

称
「
ひ

か

り
」
の
♀
で
、
９
月
１７

日
に
福
井
県
越
前
市
で

放
鳥
さ
れ
た
若
鳥
で
あ

る
こ
と
が
判
明
し
ま
し

た
。
速
報
で
は
、
越
前

市
湯
谷
町
の
研
究
施
設

で
生
ま
れ
、
同
所
に
て

放
鳥
さ
れ
た
と
し
て
い

ま
す
が
、
生
ま
れ
育
っ

た
飼
育
施
設
は
越
前
市

中
野
町
と
の
こ
と
で
改

め
て
い
ま
す
。
背
中
に

見
え
る
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
発
信

機
の
記
録
か
ら
は
、
放

鳥
後
１１
日
目
の
９
月
２８

日
、
滋
賀
県
長
浜
市
を

９
時
に
飛
び
立
ち
、
大

津
市
・
宇
治
市
を
経
て

１２
時
４１
分
に
は
城
陽
市

を
通
過
し
、
そ
の
後
も

京
田
辺
市
か
ら
奈
良
県

生
駒
市
を
経
て
、
大
阪

府
を
南
下
し
て
和
歌
山

県
境
１９
時
ま
で
の
大
移

動
が
記
録
さ
れ
て
い
ま

す
。コ

ウ
ノ
ト
リ
は
繁
殖

年
齢
の
３
歳
を
迎
え
る

ま
で
こ
う
し
た
移
動
を

繰
り
返
し
、
一
日
５
０

０
㌘
も
の
動
物
食
の
餌

を
必
要
と
す
る
大
食
漢

の
彼
ら
が
、
子
育
て
す

る
に
十
分
な
環
境
が
整

っ
て
い
る
地
を
選
ん
で

定
着
・
繁
殖
に
至
り
ま

す
。
全
国
的
に
も
ご
く

限
ら
れ
た
地
域
で
し
か

繁
殖
し
て
い
な
い
コ
ウ

ノ
ト
リ
が
、
京
都
府
で

も
京
丹
後
市
で
繁
殖
確

認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

京
都
府
の
レ
ッ
ド
デ
ー

タ
ブ
ッ
ク
で
も
２
０
１

５
年
の
改
訂
版
よ
り

「
絶
滅
危
惧
種
」
に
掲

載
さ
れ
、
情
報
の
提
供

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

２
０
０
５
年
９
月
２４

日
、
兵
庫
県
豊
岡
市
の

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園

で
５
羽
が
自
然
界
に
放

た
れ
て
以
来
、
「
南
山

城
鳥
類
目
録
」
の
編
者

で
あ
る
筆
者
に
は
初
飛

来
確
認
の
課
題
が
架
せ

ら
れ
、
市
町
村
や
フ
ィ

ー
ル
ド
別
鳥
類
目
録
に

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
記
載
が

追
加
さ
れ
る
日
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
も
、
京
田

辺
市
と
地
元
城
陽
市
で

目
撃
情
報
を
受
け
る
も
、

既
に
飛
び
去
っ
て
確
認

に
至
ら
ず
、
写
真
も
な

く
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
正
式

な
記
録
を
逸
す
る
残
念

な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
当
紙

面
で
も
報
告
し
て
い
ま

し
た
。

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公

園
で
は
、
野
外
の
個
体

の
目
撃
情
報
や
飛
来
市

町
村
が
紹
介
さ
れ
て
い

て
、
今
回
の
城
陽
市
は

京
都
府
内
１６
番
目
の
自

治
体
記
録
と
な
っ
て
い

ま

す
。
（
写

真

②

③

④
）

南
山
城
地
方
で

は
、
宇
治
市
と
京
田
辺

市
に
、
木
津
川
市
・
久

御
山
町
も
コ
ウ
ノ
ト
リ

の
飛
来
地
に
追
加
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
見
る
こ

と
も
困
難
だ
っ
た
こ
れ

ら
一
過
性
の
記
録
に
対

し
て
、
個
体
識
別
が
な

さ
れ
、
餌
の
乏
し
い
厳

冬
期
に
２
ヶ
月
間
も
滞

在
し
て
い
た
城
陽
市
の

ひ
か
り
ち
ゃ
ん
の
記
録

は
、
い
か
に
得
意
で
貴

重
で
あ
る
か
が
お
分
か

り
い
た
だ
け
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

当
初
は
広
範
囲
に
飛

び
回
っ
て
い
た
ひ
か
り

ち
ゃ
ん
も
、
正
月
を
前

に
ネ
グ
ラ
や
採
餌
場
所

も
あ
る
程
度
限
ら
れ
、

こ
の
ま
ま
居
続
け
て
く

れ
る
の
で
は
な
い
か
と

思
う
ほ
ど
風
景
に
と
け

こ
ん
だ
身
近
な
存
在
に

な
り
調
査
も
は
か
ど
り

ま
し
た
。
城
陽
市
の
シ

ン
ボ
ル
・
文
化
パ
ル
ク

城
陽
を
背
景
に
、
第
２

名
神
高
速
道
路
の
建
設

工
事
が
進
む
隣
接
の
水

田
で
餌
を
採
る
コ
ウ
ノ

ト
リ
の
ひ
か
り
ち
ゃ
ん
。

（
写
真
⑤
）

電
車
の

通
過
も
意
に
介
さ
ず
、

田
ん
ぼ
一
枚
を
隔
て
て

ゆ
っ
く
り
観
察
で
き
る

な
ど
、
他
で
は
考
え
ら

れ
な
い
幸
運
な
こ
と
で

す
。
（
写
真
⑥
）

以

下
次
号
。

昨年の 12 月半ば、ふるさと城陽市に舞い降りた
瑞祥の福鳥・コウノトリの朗報は、爬虫類派を冠と
するナチュラリストを鳥類研究の道に引き戻し、冬
眠生活返上の追跡調査で自身でも満足のいく越冬生
態の記録を残すことができました。野生絶滅したコ
ウノトリの自然復帰から 15 年目、愛鳥家ならずと
も見ることもままならない希少で優雅な縁起鳥の定
着は、悠久の時を経て繁殖に至る可能性を秘めた万
人の願いです。

希少野生生物の保護とその生息環境の保全の啓蒙
活動をライフワークとするナチュラリストにとって、
未来に託す夢多き郷土の環境資料の作成で貢献でき
ることは実に光栄なことです。早速、「城陽環境パ
ートナーシップ会議」を中心とする調査仲間の連携
で、日々コウノトリの活動状況の把握に努め、情報
の収集に奔走しました。

そして、マスコミ報道された記事は、後々まで文
献資料となりうる公的な記録であり、その内容の精
度と貴重性も問われるところです。先ずは城陽市役
所環境課を通じて、コウノトリの個体識別ができる
標識足環の写真を添え、福井県で放鳥された愛称・
ひかりちゃんの飛来報告をマスコミ各社に報じてい
ただきました。こうしてたくさんの人たちに見守ら
れ、観察者のマナーも保たれ地権者の理解もあって
今回の長期滞在の伏線となっています。また。マス
コミへのリークと共に、当連載における 12 月のコ
ウノトリ飛来報告と１月末の調査中間報告の紙面を
資料配布し、幸運な福鳥の飛来をアピールして希少
鳥類保護の理解の環を拡げるべく活用しています。

餌の乏しい季節を城陽市で過ごしたコウノトリも、
フィールドが賑わう生命の春を迎える頃には飛び去
ってしまうことでしょう。それでも、再び飛来して
やがては定着に至る可能性に期待する鳥人ナチュラ
リストにとって、リアルタイム・一日一日の越冬生
態の記録は、今後に活かされる資料であるとの想い
で調査を続けてきました。

またその間も、コウノトリが数羽飛来していて繁
殖も期待される亀岡市への視察に赴き、兵庫県立人
と自然の博物館へ足を運ぶなど、厳冬期をホットな
想いで過ごした立春明けの２月 11 日、待望の「コ
ウノトリ観察会」を開催して報告会とする予定でい
ました。果たして、２月８日を最後に和歌山県まで
飛び去ったことがＧＰＳの記録から判明し、２ヶ月
にわたるひかりちゃんフィーバーも終焉の時を迎え
ました。

全国的にも特異なコウノトリの越冬の記録を残す
べく、城陽環境ＰＳ会議でホームページの作成など
次なるステップへのその最中、なんと２月 17 日に
和歌山県から戻ってきました！ たった一日、ゆか
りの調査メンバーたちに挨拶に立ち寄り、お気に入
りの田んぼでゆっくりと眠りについて、翌日には滋
賀県を経由して三重県鳥羽市にまで飛来しています。
時に夜明けから深夜まで、誰よりもひかりちゃんを
観続けたロートルナチュラリストに、まだまだ元気
でこれからも見守って下さいとのメッセージを贈ら
れたものと受け止め、ふるさと城陽市での再会を期
待している春待ち人です。

語り尽せないコウノトリ物語、貴重な動画や生態
写真もたくさん提供を受けています。今回、ひかり
ちゃんをめぐる人たちと滞在記録・エピソード１を
お届けします。

１

３

５

２

４

６
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